
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３８００５

新学術領域研究（研究領域提案型）

2015～2011

予測と意思決定の脳内計算機構の研究推進

Elucidation of the Neral Computation for Prediction and Decision Making

８０１８８８４６研究者番号：

銅谷　賢治（Doya, Kenji）

沖縄科学技術大学院大学・神経計算ユニット・教授

研究期間：

２３１２０００１

平成 年 月 日現在２８   ６ ３０

円    69,000,000

研究成果の概要（和文）：企画実行委員会は、計10回の領域会議を開催し、International Symposium on Prediction 
and Decision Makingを２回開催し世界的な研究ネットワークの形成に貢献した。研究支援委員会は計6回の公開チュー
トリアルを開催し、領域の研究室間での研究者派遣の旅費のサポートを行った。広報連携委員会は領域web サイトを立
ち上げ、ニュースレターを計9号発行した。アウトリーチ活動として各地のサマースクール、トレーニングコース、高
校生体験理科教室などに共催、講師派遣を行い、若手研究者の育成と、高校生や教師に研究の進歩と楽しさを伝えるこ
とに努めた。

研究成果の概要（英文）：The Planning and Executive Committee organized ten Area Meetings and two 
International Symposium on Prediction and Decision Making, which contributed to the establishment of a 
world-wide research network. The Research Support Committee organized six Open Tutorials and supported 
travels for exchanges of researchers across labs in the Area. The Public Relations Committee set up the 
Area Web Site and published nine Newsletters. As outreach activities, it supported summer schools, 
training courses, science classes for high school students, which contributed to training of young 
researchers and promotion of interests in science to students and school teachers.

研究分野：脳科学

キーワード： 神経科学　意思決定　強化学習　内部モデル　脳内シュミレーション

  ２版



様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）	

 

１．研究開始当初の背景  
	 日々の行動から人生の選択にいたるまで、
人がどのような原理とメカニズムにより意
思決定を行っているのかは、哲学から心理学、
経済学、政治学、脳科学、精神医学にわたる
大きな問題である。人の意思決定への科学的
アプローチは、長らく哲学的考察と行動学的
記述に限られて来たが、近年の fMRIなど非
侵襲脳活動計測技術と行動学習の計算理論
を統合した研究により、意思決定に必要な計
算処理に関わる脳部位が具体的に明らかに
なりつつある。さらに各種の実験動物でそれ
らに相当する脳部位での神経活動を詳細に
記録し操作する技術により、意思決定の過程
を神経細胞のなす回路の機能として解明す
ることが現実的な可能性となりつつある。 
 
２．研究の目的  
「予測と意思決定」新学術領域の目的は、人
の意思決定の原理と脳機構を、論理学や統計
推論の理論、人の行動解析と脳活動計測、実
験動物での神経活動の計測と操作、計算機シ
ミュレーションとロボットによる再構成を
通じて解明することである。 
	 意思決定には、直感的、習慣的なモテデル
フリーの機構と、計画的、適応的なモデルベ
ースの機構が考えられるが、これらがいかに
選択され統合されるのか、後者で必要な「脳
内シミュレーション」による行動結果の予測
がどのような神経回路の働きにより実現さ
れているのか、またそれらが分子や遺伝子に
よりいかに制御されているのかを、最新の実
験技術と数理手法を駆使して明らかにする
ことをめざす。 
	 本領域の総括班の役割は、メンバー間の知
識と情報の共有をはかり実のある共同研究
を実現すること、新領域の研究を担う若手の
育成をはかること、そして生まれた研究成果
を社会に広め応用につなげていくことであ
る。 
 
３．研究の方法  
１）企画実行委員会	
	 年に２度の領域会議を開催し、計画研究、
公募研究のメンバー間の知識共有をはかり、
共同研究をうながす。また平成 25,	27 年度
には国際ワークショップを企画し、研究成果
を世界に発信するとともに、海外の先進的な
研究者とのネットワークの構築をはかる。	
２）研究支援委員会	
	 計算理論とアルゴリズム、神経回路の可視
化と操作等のテーマでチュートリアルコー
スを開催し、メンバー内の知識と技術の向上
をはかるとともに、メンバーに限らずより広
く若手の育成をはかる。また、メンバー間の
データ解析とモデリングの共同研究の支援
と、さらに実験で得られたデータやアルゴリ
ズムの共有をはかる。	
３）広報連携委員会	
	 新学術領域の研究活動と成果を幅広く広

報するため、web サイトの立ち上げと更新、
ニュースレターの発行、プレスリリース等を
行う。また、意思決定の科学に多くの国民、
特に子供たちの関心を喚起するため、一般向
けの講演会やサイエンスカフェなどのアウ
トリーチ活動を企画実行する。さらに研究成
果を社会応用につなげるため、医学、教育、
産業界との連携をめざした懇談会などを企
画する。	
４）アドバイザー委員会	
	 年に２度の領域会議などの機会に計画研
究、公募研究の進捗を評価し、それぞれの専
門知識と経験をもとにアドバイスを行う。	
	
４．研究成果	
1)企画実行委員会	
	 毎年 2 回、計 10 回の領域会議を開催し、
計画研究および公募研究の進捗状況の共有
と議論を行った。また同時に総括班会議を開
催し、各委員会の活動状況の確認と活動計画
の検討を行った。	
	 “International	Symposium	on	Prediction	
and	Decision	Making”を 2013.10.13〜14
京都大学、2015.10.31〜11.1 東京大学の２
回開催し、領域の研究者と世界の先端的な研
究者らとのネットワークを広げるとともに、
当領域が推進する「モデルベース意思決定」
「脳内シミュレーション」に関する研究への
世界的な関心を高めることに貢献した。	
	 H24 年度「伝達創生機構」（津田一郎代表）、
H26 年度「こころの時間学」（北澤茂代表）と
の合同シンポジウムを開催し、また領域会議
を「包括脳ワークショップ」に合わせて開催
することにより、他の新学術領域や研究プロ
ジェクトとの交流を促進した。	
2)研究支援委員会	
	 下記 6 回の公開チュートリアルを開催し、
領域内外のメンバーに新たな手法の理解と
導入を促進した：	
2012 年 6 月：モデルベースとモデルフリーの
意思決定	

2012 年 11 月：脳画像研究の基礎から先端ま
で	

2013 年 6 月：脳内ネットワーク解明のための
測定法と解析法	

2013 年 11 月：機械学習とモデルベース神経
活動解析法	

2014 年 6 月：ヒトの意思決定過程の測定とモ
デル化		

2015 年 4 月：光学イメージングと操作の拓く
可能性		

また、領域の研究室間での共同研究と技術移
転を奨励するため、研究者派遣の旅費のサポ
ートを行った。	
3)広報連携委員会:	
	 領域 web	サイト	www.decisions.jp	を立
ち上げ、領域のねらいと概要、会議等の案内
と報告、研究成果の広報を行った。	
	 ニュースレターを計 9号発行し、計画研究
代表者のリレー対談、領域メンバーによる論



 

 

文の紹介、主催／共催した会議、シンポジウ
ム、アウトリーチ活動の報告を掲載した。	
	 アウトリーチ活動として、IBRO	Training	
Course、 Machine	 Learning	 Summer	 School	
(MLSS) 、 Initiative	 for	 a	 Synthesis	 in	
Studies	of	Awareness	(ISSA)	Summer	School
認知科学会サマースクール、Autumn	School	
for	Computational	Neuroscience	(ASCONE)、
玉川大学脳科学トレーニングコース、ABLE	
(Agents	for	Bridging	Learning	research	and	
Educational	practice)、玉川大学高校生体
験理科教室、世界脳週間 SSH 講座などに共催、
後援、講師派遣を行い、若手研究者の育成と、
高校生や教師方にこの領域の研究の進歩と
楽しさを伝えることに努めた。	
4)アドバイザー委員会	
	 領域会議に出席し、研究の進捗と推進の方
策についてアドバイスを行うとともに、中間
評価、事後評価の報告書に対し評価コメント
を行った。	
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